
(C) ChemStation データ解析 
共通2. 同じクロマトグラム内の、あるピークとの面積比をレポートできますか？ 
 
クラシックレポートでは、ISTD計算を利用します。 
比較元の基準ピークと、目的ピークのキャリブレーションテーブルを作ります。 
この時、キャリブレーションテーブルで、 
 
①基準ピークのアマウントを1に設定します。 
②目的ピークのアマウントを1に設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③基準ピークをISTDを「はい」に設定して、このISTDアマウントも1に設定します。 

このピークを基準にするならここ 

このピークを目的にするならここ 

ここを1にする 

キャリブレーションテーブルでISTDを「はい」にすると 
この画面が出ます 
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④メニューから、[キャリブレーションテーブルオプション]→[マニュアル設定]を選択します(キャリブ
レーションテーブルの表示が変わります)。 
 
⑤基準ピークと目的ピークの両方について、レスポンスファクタを1に設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥キャリブレーションの設定で、表示単位を「面積比」など適当に変更します。 

ここ 

ここ 
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⑦[レポート条件]の定量設定タブで、ISTD法による計算を選択します。 

ここをISTDにする 


